70

F4E BhHEFSERERUVEERNR

4-1 #Hhi#eeFERE
1 #HHBEFERBEOELANLEZERS

RAIEUT, BHHERSXEIL, BIEFSXENICHNTRESNDIBDTHD.
EE - B - BESOEPHHEZEHDOPIMLROETUNRICHEFE UENTDCLEICK
D, INSBBY —EROMRNSEHDIHSNDE DEDDIMUENDHDE T,

EXHEZA

WREBDINEXEEHRFET Do

- HmERZEREL. SERICEVER. BRXGENKRY HHE. MmN —EERE
AELTLAHRE®, AN CDARKRBICLST IV EADFEEATUVREEF, HhHD

- AR SR B OMREL., —EREQHMHHEENTEEL TWSEHET, N>, FHLH

BEFCIYENLDENBZICBE TEZLHEFEATED D,

LEBHHHBEYRY —TSVUTIE, FREHBELCRTD PllR] ELUT B
BERZPINCBERFE 1 km DEEHZE., AHICHITIEHBEOPLHREEIZRICT
WREUTHEMIT, EheEENERICEDDICELELTNET,

FRAHHEER (M)

b=

[ ] EFnmmey—o

BEEBERLY—
L R Y
SR

XX BEYVRILO—R
sosee BEIZI1=7s0—F
|l

— BERY kD=2
seee  FEHRYLT—Y
AR 1%




BRERADOMHHEDILMRE (FE1 km)

[iGES 3 Btk FECXE Xk 3t

#l R—n—% FR DT (AFTIEERE REM | HHE | ERE | ESHEF | KER
B ER /A 2 1 11 2 2 2 1 7 1
IR 2 1 14 5 2 2 1 11 1




72

2 HMHHRESEREDRE

WA EXEL. XEFREDEANEZBICEDE, BHIEVYRY—-TSUT
MBI T ENDPIVILRND, ESOBEHESFICLIDBRICRETEN D, BHIKEEDE
BINRZEEZ. BEERD'S 1 km DOFEHEICFRE LET,

v
AEEER1,000mEElE,
AR
BEEHER
— BB
T RAIS;




6—2 FEM

1 FEEROEERWLGEEZS

(1) FERROEXNLGEZS
SASNERIL. EHIEEESAREXIRCIINEAS I NS EHIKEEIEEMRER (GBEER) =
REIDEDTI,

EXHNLGERA

- FEMRIE. BAOEBEHEOH SMBRDIIH, MHEEFERSICHELHEREHRTET
BSBRICIF, HZREERVBHEAKRICE T HHEEDEmBIOA QBB RDO AOH#ET. T
BROTRRECEREFZHEL. DELGCEREED D,

- EHEEFERENCE T, FEBRAIMT IRICIE. BHEET S LICBET S,

- FERSNMTREFTERGENEHLTLES BEALHLERICIE, BEISIHLCTH
BlERELTEDD,

- FERROEBZICIS LT, BHERE. BXRBEFOBRMRHEABZEZH - LTHRET %,

AENERIG. BESOHEDBUONBEOA LEZNDENDIERND, UTOMEFED
BESN TN,

BRIZE T SFEHEHRH

FILBLR HEER A
T BB RE - TRY—EROEOHEEZEYT S | - IR
MR X AT DT B EX
ERtaE - RbE - ERIMEOERMER. A | - Wbk - R

rEEtEAttaE TAY—ERE 2 —50HRME | - BERILEVY—. HEAEXEL
Ateek. NRBESHEEEENE | L2 —. EERMERER. 23212
EEF, EAEXEL 4% | ToHOVEF

DD EEHILDOP TRLEEDEE

Ry

FHE THRE - FETHRICEDTEESHEZR | - FETXEE 2 —. REE. 2&
OLIRNEBRERLLIHYHE | 1E. REVST RELEF
CPREFTEDFHE THXERK

BHE - XIEHEE | - EZNBHYFELDICEDLNESE | - XER—IL, HRREE, HEEX
BIX - GRilEE | AHIREE. BYEFOXXEE | . HEEEREVS—

TP, A== =7y bEOH | - HARBEOBEXMER. BRA—/—,
e R1T. EREE. BERF

M THEECEEEROFSIE (FF 2 &£ 9 A®ETHR)



74

(2) £FY—EXBHROILHRR
BERELICHITDIEFY —ERERIE. BRGEIRORDIRA-/N=-V-—"Ty ~ (&
WEIE 1,000~2,000 M), @\, Yy oYy — (@ERHBEH) DU TNET,
F2. UREORBHNEREDTEIPHE. READ L TNET,

(3) gR=—X

TH2F28158 (D) CERULE TBEEIOFSIKNVIT—-DUY3vT | Tl
FHEICKUBIRMER (EFY—EXRMER) [CDNT. BEmmk. REIS. EEmR. 78
TXiEMR. ZHEHADORRMRENZETSNTINET,

FHICIFLLVRER - 66

F—%

CER (¥

KEIZHR <
TERDE
HHOY

ORtRAr - WS T —
FATEGLD

() NEIZHKE. IEOELZBE#BIZETELT

OBHFICHEITLILEM M LOKRE. FEEENHKE (BH - HR)
OfFE (127 JEk) ROIFHRREEHKE

FTRELE

OXEFEFNRERIEILEER (THHLE) ONZERBYLILGE. FREEED

(REDNR XZAHIEOBGEBREELIARZE

0 REBECHIGBHENRMEIZECHEORENERER LIRS
OMBHEROB AN CHIICEEZTTFUADLIEXREZEZ HRE

8 FE BT ]38 OBEVWANEEEHIE OEREHTRMRTES5

D& AMm L OFICEHEBENAENDEERE—/ O# Y o—1Fam

OFR - BAM A4/ > A— F#&EH
L9 5%

ORIRE - BEIRDMEIE

OEHETE R —/8—

OFLELENTLDAITSHE
OR B HE DI EIS
OHfTizfmkt (MNERL

OBRK Y AEBIDHIFICR—/—
<=7y FAIFEL L

NHZE. B
BEDFA
12

oLyvay414uL

OBTH/NR
(ESHEEDEA/NR)

Oh—v 77Uy

ORBHHEIANEENS D v ML
INR

OE+ 55

ORUH LIOERE

RERZE LR

OXMRRFRI_H € -2 EE R

EOEFE-B | OWELEMASHANIARETORY hT—VEE

FHE8HO | OBNILOLR (FHNHBRABED K S%) OEE

2D OVIN—IZ&L2EETEEELZRE CHHA»DO< Y

FECRE OFHICELELLR - #ith ORRRERE (REDE<)
D EAE ORMiIALIZHE £ 2 EFHRBHAR—=ZAHBEL LY

OFRAICAT 1 AILEL (FET) AIFLL
OFRICEEMEREZ EE6I5F SHAD XK R HHEE
ORIREF - HHBEDZE DL X T L

OFBF THAMNMEA-WER S TR

O/ - FD— KL ZEDHDIAE

- BRE




S AR D EXTE

FYMROBEIC DN T, MRREDEANBERAICEIEEBIC, £FY—E
ZHROIMRR, BIRO-—ZEERF2. BHREFERENCUBENTONES
ERED. FEROHES « FEICBDET.

B
BEER TEORNE

IR, Shdb L EEE. BRAA— Ve, mEMEE (LR
B (AR
B8 (maHs kSY - hT1) EETHER

KNS ER TS 2 A 1 HICEET A ESEEA
FRRIES 3,000 mMLLEDES
o HEFDOFEDICHET IHE. REZORANTIREOHEES
BEC EHE D o

B 2 ARE 2 RS 6 EIETT 3REC L LE
Y SRHERE | RICHET 2HHE
- EFEE 1 &D5ICHETARENS L. AREETIHRAE

" BAIE S EHILE

AR SEL Y2 —5hl) Db @t a—, 2%

@ oiE A — . ety Hl IZ5%FE Bt £




	序章　はじめに
	１　計画の背景及び目的
	（１）立地適正化計画とは
	（２）忠岡町における立地適正化計画

	２　計画の位置付け
	３　計画の対象区域
	４　計画の目標年次

	第１章　忠岡町の現状と課題
	１　都市の現状
	（１）地勢
	位置図

	（２）人口特性
	① 総人口及び年齢３区分別人口の推移
	総人口及び年齢3区分人口の推移

	② 人口ピラミッド
	人口ピラミッド

	③ 人口移動状況
	人口移動状況

	④ 人口動態
	出生数及び死亡数の推移
	転入数及び転出数の推移

	⑤ 100ｍメッシュ人口
	総人口の推移
	年少人口の推移
	生産年齢人口の推移
	老年人口の推移

	⑥ 町丁目別人口
	町丁目別人口
	（参考）町丁目別人口増減率（平成17年（2005年）→平成27年（2015年））


	（３）土地利用動向
	① 用途地域
	用途地域の指定割合

	② 土地利用
	（参考）土地利用の割合の推移
	用途地域                            土地利用現況（平成27年）

	③ 人口集中地区（ＤＩＤ）
	人口集中地区の推移

	④ 施設の立地状況
	行政施設の立地状況
	商業施設の立地状況
	教育施設の立地状況
	子育て支援施設の立地状況
	医療施設の立地状況
	高齢者福祉施設の立地状況
	集会施設の立地状況
	主たる公共施設位置図
	主たる公共施設
	公共施設の築年数及び延床面積
	公共施設の維持・更新費用の推計

	⑤ 公園・緑地
	人口１人当たりの都市公園面積
	都市計画公園

	⑥ 住宅の動向
	住宅総数及び空き家率の推移
	新設住宅数の推移
	不燃領域率及び準防火地域の指定状況


	（４）都市交通
	① 交通環境
	忠岡町周辺の駅勢圏（上図：徒歩圏域800m、下図：自転車圏域1,500m） 注）

	② 交通手段の分担率
	代表交通手段分担率の推移
	府内市町村の代表的な交通手段における自転車分担率

	③ 鉄道駅の旅客乗車人員
	鉄道駅の旅客乗車人員の推移

	④ バス利用状況
	福祉バス利用者数の推移

	⑤ 通勤通学の流動
	流出・流入人口及び昼夜間人口比率の推移
	忠岡町で従業・通学する住民の推移
	主な通勤・通学流動

	⑥ 交通事故
	全交通事故発生マップ
	交通事故件数の推移


	（５）産業動向
	① 事業所・従業者数
	事業所数及び従業員数の推移

	② 工業（製造業）
	製造業における事業所数、従業員数、製造品出荷額等の推移

	③ 商業（卸売業・小売業）
	商業における年間商品販売額の推移
	商業における中心性指数の推移


	（６）災害
	① 津波浸水想定区域 注）
	津波浸水想定区域

	②高潮浸水想定区域 注）
	高潮浸水想定区域

	③ 洪水浸水想定区域 注）
	洪水浸水想定区域（1/100年確率降雨）
	洪水浸水想定区域（想定最大降雨）


	（７）地価
	地価公示（住宅）の推移

	（８）財政
	歳入の推移
	歳出の推移

	（９）都市構造評価
	府内市町村との比較による偏差値レーダーチャート
	近隣市との比較による偏差値レーダーチャート


	２　上位計画の整理
	（１）第６次忠岡町総合計画基本構想
	（２）南部大阪都市計画区域マスタープラン

	３　住民意向の把握
	（１）住民アンケート調査
	① まちの生活環境について
	住まいの地区や駅周辺の環境

	② 生活環境の満足度の高い項目について
	今後の人口減少に対するまちづくり（単数回答）
	将来の忠岡町の姿として望ましいこと（複数回答）
	公共交通の利便性を高めるための重要な取組（複数回答）
	今後の施設運営（公共施設のあり方）（単数回答）

	③ 生活環境の満足度の低い項目について
	駅周辺を快適空間にするために重要な取組（複数回答）
	まちなみや景観について重視すべきこと（複数回答）
	（再掲）将来の忠岡町の姿として望ましいこと（複数回答）

	④ 地域活性化に向けた取組について
	地域の活性化に向けて力を入れるべき取組（複数回答）


	（２）住民ワークショップ
	ワークショップ概要
	① 第1回ワークショップ
	第１回ワークショップ結果概要

	② 第2回ワークショップ
	各グループでの議論のテーマ
	第２回ワークショップ結果概要



	４　都市構造上の課題
	① 居住環境の向上
	② 都市機能の誘導と広域的な連携強化
	③ 公共交通の維持・充実


	第２章　立地適正化の基本的な方針
	１　都市づくりの考え方
	① コンパクト・プラス・ネットワークの形成
	② 生活環境の改善や安全・安心の確保
	③ 町の魅力の更なる向上と都市環境の保全・創造

	２　立地適正化のターゲット
	３　立地適正化の基本的な方針
	Ⅰ．定住魅力の向上
	Ⅱ．拠点機能の強化
	Ⅲ．移動しやすい交通環境の確保


	第３章　居住誘導区域
	１　居住誘導区域の基本的な考え方
	２　居住誘導区域設定の考え方
	ＳＴＥＰ１．どのように居住誘導区域に「含める区域」を定めるのか
	ＳＴＥＰ２．どのように居住誘導区域に「含めない区域」を定めるのか
	ＳＴＥＰ３．どのような市街地像を目指すのか、その市街地像は実現可能か

	３　居住誘導区域の設定
	（１）居住誘導区域に含める区域
	ア.生活利便性が確保される区域
	イ.生活サービス機能の持続的確保が可能な面積範囲内の区域
	町丁目別人口密度（平成27年）


	（２）居住誘導区域に含めない区域
	居住誘導区域に含まないこととされている区域
	原則として居住誘導区域に含まないこととすべき区域
	災害リスク等を勘案し、居住を誘導することが適当ではないと判断される場合は、原則として居住誘導区域に含まないこととすべき区域
	洪水浸水想定区域（想定最大降雨）
	居住誘導区域に含めない洪水浸水想定区域①
	居住誘導区域に含めない洪水浸水想定区域②
	居住誘導区域に含めることに慎重な判断が必要な区域
	用途地域
	居住誘導区域の設定



	第４章　都市機能誘導区域及び誘導施設
	４-１　都市機能誘導区域
	１　都市機能誘導区域の基本的な考え方
	将来都市構造図（概略図）
	都市機能の集積状況
	忠岡駅周辺の都市機能の立地状況（半径１ｋｍ）

	２　都市機能誘導区域の設定
	都市機能誘導区域

	６－２　誘導施設
	１　誘導施設の基本的な考え方
	（１）誘導施設の基本的な考え方
	拠点における誘導施設例

	（２）生活サービス施設の立地状況
	（３）住民ニーズ
	まちにほしい施設・機能


	２　誘導施設の設定
	誘導施設


	第５章　立地適正化に関する誘導施策
	１　居住誘導に関する施策
	２　都市機能誘導に関する施策
	３　公共交通に関する施策
	４　公的不動産の活用

	第６章　届出制度
	（１）居住誘導区域外における届出の対象となる行為
	（２）都市機能誘導区域外における届出の対象となる行為

	第７章 防災指針
	〇 防災指針とは
	〇 防災指針検討の流れについて
	検討フロー

	１　忠岡町におけるハザード情報について
	ハザード情報
	①忠岡町の地勢
	水系図

	②洪水浸水想定区域
	洪水浸水想定区域（想定最大※千年確率降雨）注）
	洪水浸水想定区域（計画規模※百年確率降雨）注）

	③洪水浸水想定区域（浸水継続時間）
	洪水浸水想定区域（浸水継続時間）
	災害時における家庭での備蓄

	④家屋倒壊等氾濫想定区域
	家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流及び河岸浸食）注）

	⑤津波浸水想定区域
	津波浸水想定区域 注）

	⑥高潮浸水想定区域
	高潮浸水想定区域 注）

	⑦高潮浸水想定区域（浸水継続時間）
	高潮浸水想定区域（浸水想定時間）

	⑧内水シミュレーションマップ
	内水シミュレーションマップ 注）


	２　忠岡町の都市情報について
	都市の情報
	①総人口及び年齢3区分別人口の推移
	総人口及び年齢3区分人口の推移

	②100mメッシュ人口
	総人口の推移
	年少人口の推移
	老年人口の推移

	③指定避難所等・津波避難ビル
	避難所等・津波避難ビル一覧（※は民間施設）
	都市防災の方針（参考図）※都市計画マスタープランより

	④要配慮者利用施設・医療機関
	要配慮者利用施設分布
	町内医療機関分布

	⑤建築物分布
	建物構造別分布
	建築物階層別分布


	３　重ね合わせ分析
	重ね合わせイメージ
	課題①　新浜地区は被災後の避難が困難
	津波浸水想定　×　津波避難ビル
	高潮浸水想定区域　×　津波避難ビル
	課題②　雨水ポンプ場の浸水により、雨水排除機能が低下するおそれがある
	津波浸水想定　×　雨水ポンプ施設
	高潮浸水想定区域　×　雨水ポンプ施設
	課題③　3日以上浸水が継続し、自宅避難が困難な地域が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）（浸水継続時間）　×　一般市街地
	高潮浸水想定区域（想定最大規模）（浸水継続時間）　×　一般市街地
	課題④　浸水区域内に人口密度が高い地域が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　人口分布（平成27年）
	津波浸水想定　×　人口分布（平成27年）
	高潮浸水想定区域　×　人口分布（平成27年）
	課題⑤　浸水区域内に子どもが多く住んでいる地域が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　年少人口分布（平成27年）
	津波浸水想定　×　年少人口分布（平成27年）
	高潮浸水想定区域　×　年少人口分布（平成27年）
	課題⑥　浸水区域内に高齢者が多く住んでいる地域が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　老年人口分布（平成27年）
	津波浸水想定　×　老年人口分布（平成27年）
	高潮浸水想定区域　×　老年人口分布（平成27年）
	課題⑦　3ｍ以上の浸水が想定されている住宅地が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　一般市街地
	高潮浸水想定区域　×　一般市街地
	課題⑧　浸水想定区域内に要配慮者施設が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　要配慮者利用施設
	津波浸水想定　×　要配慮者利用施設
	高潮浸水想定区域　×　要配慮者利用施設
	課題⑨　避難路が狭あいであり、踏切は東西避難のネックとなっている
	津波浸水想定　×　主要な避難路
	高潮浸水想定区域　×　主要な避難路
	課題⑩　避難所から500ｍ以上離れている地域が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　避難所等分布
	課題⑪　河川の増水により、町内の雨水を排水できない可能性がある
	内水シミュレーションマップ　×　住宅地
	課題⑫　洪水によって孤立するおそれがある地域が存在する
	洪水浸水想定区域（想定最大規模）　×　避難所等
	課題⑬　計画規模降雨においても浸水が想定されている地域が存在する
	洪水浸水想定区域（計画規模）　×　避難所等

	６　施策一覧

	４　課題整理
	５　取組方針
	第８章　目標指標と進行管理
	１　目標値と効果指標
	（１）目標値
	（２）期待される効果

	２　進行管理

	資料編
	○忠岡町立地適正化計画 策定経緯
	忠岡町都市計画審議会　委員名簿
	忠岡町都市計画マスタープラン及び忠岡町立地適正化計画策定委員会 委員名簿



